
CT装置 清掃・消毒ガイド
「取扱説明書 (2B203-115JA*B) 」第14章 より、抜粋。



終業点検 

259 

2B203-115JA*B 
 

 

 
 

 
 

ご使用後は、装置本体、寝台付属品およびオプション機器を清掃・消毒して

ください。 

この装置はスポルディング（Spaulding）の分類上、ノンクリティカル器材で

す。直接患者に接触することを想定していないため、装置全体の消毒および滅

菌を意図して設計されていません。 

ただし、装置カバーなど部分的な消毒は可能としています。 

血液など有機物が付着した装置カバー表面を消毒する必要がある場合は、こ

の節の記載内容に従い適切に処置してください。 

 

  危険 

 

 

 

 

 
  警告 

 

 

 

 
※ 通常は分電盤を OFF にしないでください。点検等の理由で分電盤を OFF 

にするときは、X 線管 OLP が 20％以下になってから OFF にしてくださ

い。X 線管の寿命が短くなることがあります。 

 

注意 

14.2 清掃・消毒 

この装置は防爆形ではないので、装置の近くで可燃性および爆発性の気

体を絶対に使用しないでください。製品の内部に入った場合、火災や爆

発を起こすおそれがあります。 

＊ 清掃・消毒の後、室内を十分に換気してから装置の電源を入れてくだ

さい。 

保守点検は、安全を確認した上で行ってください。 

＊ 清掃・消毒は、装置の電源を切った状態で行ってください。電源が入っ

ていると、スイッチに触れたときに装置が動きだし、けがをするおそれ

があります。 

装置本体、寝台付属品およびオプション機器の表面に血液が付着した場合

など、清掃・消毒が必要な場合には、取扱説明書の記載に従って処置して

ください。 

＊ 感染の可能性がある場合は、使い捨ての保護手袋を着用してください。 

＊ 消毒をする場合は、消毒用薬品の取扱説明書をお読みになり、使用上の

注意および薬品の特性を確認して、その指示に従ってください。 

また消毒は、製品本体、寝台付属品、オプション機器の表面に対して行

ってください。 
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注意 1. 清掃・消毒をする場合は、装置を傷つけないように注意してください。 

＊ 寝台付属品のうち、バンドなど合成繊維および合成皮革の製品に対する

消毒は、アルコールを使用しないでください。劣化につながります。 

＊ 清掃・消毒によって、装置に退色やひび割れが発生した場合は、装置

の使用を中止し、最寄りのサービスセンタに修理を依頼してくださ

い。 

＊ 装置には、指定の清掃・消毒用薬品を使用し、それに定められた使用

方法および使用頻度をお守りください。指定以外の薬品を使用する

と、外装に退色やひび割れが発生したり、劣化したりするおそれがあ

ります。 

＊ シンナやベンジンなどの溶剤や、コンパウンドなど研磨材を含む物

を、製品の清掃に使用しないでください。拭いた部分が白く曇った

り、傷が付いたりすることがあります。 

2. 清掃・消毒をする場合は、操作パネルなどの電気部品に、中性洗剤液や

消毒用薬品を直接吹きかけないでください。故障の原因になります。 
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14.2.1 清掃について 

 

検査終了後に、装置カバーや寝台付属品などの表面の汚れを清掃する場合は、次

に従って行ってください。 

 

14.2.1.1 清掃可能な箇所  

・ガントリカバー 

・寝台カバー 

・寝台天板 

・寝台付属品（ヘッドレスト、アームアップホルダ、マット類） 

 

14.2.1.2 清掃で用いる道具 

・装置を拭くための布は、やわらかい布巾またはガーゼを用いてください。 

・清掃用薬品は、中性洗剤を使ってください。 

・感染の可能性がある場合は、使い捨ての保護手袋を着用してください。 

 
14.2.1.3 清掃の方法 

(1) やわらかい布巾やガーゼなどに、用法のとおりに薄めた中性洗剤液を垂れな

い程度に含ませて、装置の表面を拭いてください。 

(2) 汚れを拭き取った後は、よく表面を乾燥させます。 

(3) 作業後に装置の外観に変化がないことを確認します。もし異常があった場合

は、最寄りのサービスセンタに修理を依頼してください。 
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14.2.2 消毒について 

 

清掃後に、装置カバーや寝台付属品などの表面を消毒する場合は、次に従っ

て行ってください。 

 

14.2.2.1 消毒可能な箇所  
・ガントリカバー 

・寝台上部カバー 

・寝台天板 

・寝台付属品（ヘッドレスト、アームアップホルダ、マット類） 

 

14.2.2.2 消毒で用いる道具 

・装置を拭くための布は、やわらかい布巾またはガーゼを用いてください。 

・使い捨ての保護手袋を着用してください。 

 
14.2.2.3 消毒用薬品 

薬品 使用時の濃度 

イソプロピルアルコール 50 ～ 70 vol％ 

エタノール 60 ～ 90 vol％ 

塩化ベンザルコニウム 0.05 ～ 0.2 ％ 

 
14.2.2.4 消毒の方法 

(1) やわらかい布巾やガーゼなどに、用法のとおりの消毒用薬品を垂れない程度

に含ませて、消毒する表面を拭いてください。 

(2) 消毒用薬品を拭き取った後、乾いた布巾で乾拭きをするか、よく表面を乾燥

させてください。 
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